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１．提案理由
○静岡県の課題
・特に若者の防災意識
・南海トラフ地震
○防災インフラにおける課題

・ハザードマップの認知、精度

図１．南海トラフ地震についての県民意識調査より
南海トラフ地震臨時情報が発せられたときの行動について

災害に対する意識の改革と、それにともそれに
伴った防災インフラの発展が必要！

２．提案内容

○どのような技術か

ユーザーが住む地域の、道路の整備不良や私有の塀の
倒壊リスクなど災害時、避難の妨げになる可能性の
あるものをSNSと同じシステムで地図上に共有することが
できるようにする技術。

○カドマップの利点

それぞれの地域に住むユーザー自身によって
常に更新されるため、行政の力だけでは
調査しきることのできない細部の危険表示することができる。

そして、投稿された情報をもとに最適な避難経路を
提示することが出来る。

また、スマートフォンでできるため、若者にも触れてもらいやすい。


